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『
民
約
論
』

に
於
げ
る
共
同
鵠
思
想

石

興

JII 

ー

中
世
よ
り
現
代
へ
の
脱
党
首
や
は
、
権
力
枇
禽
よ
り
利
袋
一
枇
舎
へ
の
費
革
で
あ
っ
た
む
今
や
と
の
利
径
枇
舎
は
共
同
枇
舎
へ
楼
草
さ
れ

な
け
れ
ば
訟
ら
危
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
既
陀
屡
K

述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
く
て
共
同
鱒
的
措
変
革
と
云
ふ
こ
と
が
現
代
的
獲
革
の
共
通
問
題
で
あ
る
が
、
而
も
品
曲
目
て
中
世
よ
り
現
代
へ
の
市
民
枇
合
的
措
煙
草

が
各
園
の
園
情
に
郎
し
て
異
友
る
型
を
一
不
め
し
た
る
が
知
〈
、
現
代
の
共
同
種
的
要
革
も
ま
た
各
岡
に
上
っ
て
異
な
る
型
陀
於
で
と

げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
泣
い
。
故
に
現
代
日
本
の
鑓
革
を
指
導
す
ぺ
き
と
こ
る
の
思
想
は
、
共
同
種
的
鐙
革
の
原
理
を
更
に
我
国
の

園
情
に
邸
し
て
特
殊
化
し
た
る
も
の
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
石
。

か
く
の
如
き
共
同
閥
的
費
革
思
想
を
確
立
せ
ん
と
せ
ば
、
我
闘
に
於
け
る
尖
同
韓
的
鍵
草
思
想
を
明
に
す
る
の
み
た
ら
や
、
更
に

他
固
に
於
け
る
共
同
躍
的
嬰
草
思
想
を
明
に
し
、

と
れ
を
比
較
研
究
す
る
乙
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

西
洋
に
於
け
る
共
同
鰭
的
措
置
革
思
忽
は
、
古
代
に
於
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
陀
於
て
典
型
的
友
表
現
が
見
お
れ
か
が
、
近
世
に
於

て
は
先
づ
ル
ゾ
オ
に
於
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

'-. 
」・4. 
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『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
控
思
想

第
四
十
五
巻

六
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五
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五
競
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第
四
十
五
巻
咽
J
ハ
二
六

第
五
裁

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
健
思
想

唱
。
}
{
円

5
5
h『
枇
曾
契
約
』
文
は
『
民
約
論
一
一
)
は
、
今
日
去
で
併
蘭
西
革
命
と
の
関
係
に
於
て
主
と
し
て
、
中
世
的
枇
舎
の
現
代
的
批

四

舎
へ
の
鑓
革
忠
偲
と
し
て
考
察
さ
れ
た
の
で
め
る
が
、
そ
れ
は
、
市
民
枇
舎
の
意
識
ょ
の
と
れ
を
見
た
が
散
で
あ
る
。
然
る
に
我
荷

は
今
や
と
の
市
民
枇
舎
よ
り
共
同
位
舎
へ
の
蝿
皮
革
期
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

之
の
共
同
値
へ
の
費
率
意
識
に
立
っ
て
『
民
約

論
』
を
見
る
た
ら
ば
、
『
民
約
論
』
に
於
け
る
愛
弟
思
想
の
本
質
が
本
来
共
同
館
的
晶
皮
革
思
想
に
る
っ
た
と
と
が
明
に
さ
れ
る
の
晴
子
b

る
。
本
論
文
め
意
闘
す
る
と
と
る
の
も
の
は
邸
ち
E

L
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

"・.p... .. 

ル
ソ
オ
の
『
民
約
論
』
は
そ
れ
白
身
純
理
的
抽
象
的
な
著
作
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
彼
の
庚
い
豊
富
左
槌
駿
の
結
目
田
で
あ
っ
売
の

で
あ
る
ー
と
の
彼
の
鶴
験
は
彼
自
ら
が
「
私
は
五
六
歳
頃
ま
で
の
事
は
費
え
て
ゐ
友
い
。
:
:
・
;
:
そ
れ
以
後
の
白
分
の
と
と
は
切
回

無
じ
に
費
え
て
居
る
l

「
と
云
ふ
て
ゐ
る
様
に
、
晩
年
に
至
る
ま
で
生
き
生
き
と
彼
の
生
の
中
に
保
た
れ
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
有
名

も
仏
彼
の
円

g
m
U
E
F
a
c
ロニ
u
機
悔
録
』
は
彼
自
ら
と
の
慌
験
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で

b
z
o
か
く
て
『
民
約
論
』
を
具
鰐
的
根
木
的

こ
れ
を
『
機
悔
録
』
と
の
聯
闘
に
於
て
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て
と
L
K
先
づ
、
『
民
約
論
』

忙
理
解
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、

を
成
立
せ
し
む
る
に
至
れ
る
彼
の
性
格
と
関
験
と
を
一
康
明
に
し
て
置
〈
こ
と
を
要
す
る
。

彼
は
一
七
一
一
一
年
自
由
共
和
函
ジ
ム
ネ
エ
ヴ
に
於
て
、
共
に
熱
情
的
た
性
格
を
有
し
た
父
母
の
子
と
し
て
、
時
計
師
の
家
庭
に
生
一

れ
た
。
彼
の
母
は
彼
を
生
ん
で
死
ん
だ
の
で
る
る
が
、
而
も
こ
の
母
泣
き
家
庭
に
於
て
父
と
小
母
と
の
愛
に
よ
り
幸
踊
友
生
前
の
中

陀
生
ひ
立
っ
た
。
生
来
熱
情
的
友
敏
感
な
彼
は
こ
の
家
庭
の
感
化
の
中
に
終
生
を
貫
〈
性
格
を
形
成
し
つ
L

る
っ
た
。
彼
は
父
と
の

讃
量
百
の
感
化
力
に
つ
い
て
弐
の
如
く
に
漣
ぺ
て
居
る
。

「
と
の
紫
し
い
讃
害
と
そ
の
度
の
父
話
指

α
干
と
か
ら
、

緑
紳
と
屈
従
と
に

邦謀、平林初之輔謀、ルツオ薯民約論{砦盟主文庫}
Rou岨 eau.Les Confes当ions.17ロ年-1719年白羽(邦詩、石川島常庵爵、ルオ Y
着、「悔識録』岩波文庫〉。
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我
慢
の
出
来
友
t

自
由
た
共
和
的
の
精
神
、
不
可
屈
な
高
慢
な
性
格
が
出
来
上
っ
て
了
っ
た
。

と
の
精
神
、

と
の
性
絡
が
、
そ
れ
ら

そ
護
揮
寸
る
に
最
も
不
適
営
左
境
遇
に
ゐ
た
私
を
終
生
苦
し
め
抜
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
1
7
や
ア
テ
ネ
の
と
と
の
み
に
気
を
取
ら
れ

て
、
謂
は
ば
そ
れ
ら
の
偉
人
た
ち
と
共
に
生
存
し
、
自
身
は
一
共
和
闘
の
公
民
と
生
れ
、
組
闘
の
愛
が
最
強
引
熱
情
で
あ
っ
た
父
の

子
と
生
れ
た
私
は
、
手
本
に
見
倣
っ
て
そ
れ
に
心
を
燃
え
立
た
せ
た
。
私
は
自
分
を
ギ
P

U
ヤ
人
か
ロ
!
?
人
か
の
や
う
に
思
ひ
倣

し
た
。
自
分
の
諌
ん
だ
史
僻
中
の
人
物
に
た
り
す
ま
し
て
ゐ
た
。
自
分
の
感
激
し
た
不
屈
勇
敢
の
事
蹟
の
暗
前
に
、
私
の
限
は
輝
い

て
惑
は
張
っ
た
。
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
〈
て
生
来
熱
情
的
危
彼
の
世
格
は
川
削
叫
に
幼
少
に
し
て
強
き
人
開
業
、
束
縛
に
叫
訓
ず
る
F
A
m

品
、
争
後
れ
た
る
も
の
に
封
ず
る
強
き

感
激
と
じ
て
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

と
の
根
本
的
た
性
格
は
そ
の
愛
化
に
富
ん
だ
生
涯
を
過
し
て
余
々
強
〈
形
成
さ
れ

て
行
っ
た
の
で
る
る
。

彼
は
一
度
徒
弟
生
活
に
入
っ
て
親
方
の
虐
待
に
激
昂
し
、
既
に
十
飴
裁
の
幼
年
を
以
て
流
浪
の
生
活
に
入
り
食
ふ
に
さ
え
窮
す
る

に
至
り
1

ヴ
ァ
ラ
ン
夫
人
の
愛
に
救
は
れ
て
幸
一
耐
な
る
家
庭
生
活
の
中
に
諸
種
の
教
養
に
積
み
、
途
陀
巴
里
に
至
っ
て

K
流
枇
舎
に

出
入
じ
一
流
の
名
士
事
者
と
交
友
し
、
や
が
て
次
第
に
自
ら
名
を
潟
す
に
至
っ
て
こ
れ
等
の
人
々
の
窯
滅
的
慶
治
の
下
に
強
〈
苦
悩

陀
沈
み

γ
而
も
と
の
苦
悩
ム
」
戦
ふ
て
敢
然
と
し
て
自
主
調
立
の
道
に
進
む
に
至
っ
た
。
『
民
約
論
』
は
こ
の
境
地
に
於
て
完
成
し
た
の

で
あ
る
。

か
〈
彼
の
生
涯
を
遇
し
て
彼
の
性
格
の
根
底
を
友
す
熱
情
的
友
人
間
愛
は
、
強
者
の
不
法
t

な
る
膝
迫
に
針
す
る
激
昂
と
な
っ
て
現

れ
、
そ
し
て
よ
り
高
き
も
の
を
求
め
る
努
力
と
た
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
創
活
力
も
ま
た
と
の
彼
の
性
格
に
基
礎
付
ら
れ

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
控
思
想

第
四
十
五
魯

六

七

第
五
披

主E

同書、 '7'9-
'
723年の項。1) 



百
四
約
論
』
に
於
け
る
共
同
種
思
想

此
静
岡
十
五
巻

六
二
八

第
五
競

~ 

/、

て
居
る
。

被
は
自
己
の
創
治
力
の
特
色
を
弐
の
如
く
に
漣
ペ
て
居
る
。

「
寄
妙
に
も
私
の
想
像
の
一
番
快
く
活
動
す
る
の
は
境
遇
の

一
番
快
か
ら
ぬ
時
で
め
り
、
そ
の
反
針
に
、
私
の
周
聞
の
物
が
微
笑
し
て
居
る
時
ほ
ど
、
私
の
組
、
援
の
微
笑
し
な
い
時
は
た
い
。
私

の
執
劫
友
頭
は
事
物
に
這
随
す
る
こ
と
が
出
来
左
い
。
又
修
飾
す
る
こ
と
が
出
来
友
い
。
創
造
す
る
こ
と
を
望
む
の
で
る
る
。
現
賃

の
事
物
は
精
ア
ぞ
の
有
る
通
り
に
し
か
摘
か
れ
な
い
。
修
飾
の
出
来
る
の
は
想
像
中
の
事
物
に
限
る
。
十
称
を
捕
か
う
と
す
れ
ば
、
私

は
多
忙
居
た
〈
て
は
な
ら
-
泣
い
。
一
路
は
し
い
風
日
訴
を
述
べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
空
の
中
に
居
た
〈
て
は
校
ら
た
い
。
幾
度
も
人
々
に
話

し
た
扇
町
り
¥
岩
し
私
が
パ
ス
チ
イ
ム
に
統
制
さ
れ
た
ら
、
そ
の
時
と
そ
自
由
の
姿
を
附
雪
山
寸
で
あ
り
勾
K

つ
ん
日
」
肢
の
「
民
的
論
』
な
る

も
り
は
正
に
、
冬
の
中
に
あ
っ
て
捕
れ
た
る
春
で
あ
っ
た
。

彼
は
既
に
骨
同
時
働
関
西
革
命
に
ま
で
護
展
す
べ
き
も
の
を
議
測
し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
こ
の
革
命
の
前
兆
を
次
の
如
く
述
べ
て
居

る
。
「
議
員
の
手
町
慨
に
は
、
私
は
些
と
も
驚
か
危
か
っ
た
。
綱
紀
の
頚
敗
か
ら
近
く
倒
閣
西
が
前
官
し
さ
う
だ
と
い
ふ
と
と
を
、
彼
の
み

で
・
な
く
他
の
人
々
と
共
に
私
も
考
へ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
一
に
は
営
局
の
失
態
か
ら
招
い
た
不
幸
宏
戦
争
の
惨
摘
、
甚
だ
し
い
財

政
の
素
鋭
.
公
然
の
闘
争
欣
態
に
在
る
二
三
の
大
臣
の
聞
に
此
時
ま
で
分
割
さ
れ
て
居
た
行
政
権
の
絶
へ
ざ
る
争
奪
|
|
彼
等
は
唯

互
に
害
し
合
は
ん
が
震
に
と
の
一
七
回
を
政
壊
し
て
ゐ
る
の
だ
|
|
人
民
と
あ
ら
ゆ
る
階
級
と
を
蔽
ム
不
卒
、
絶
え
や
有
能
の
士
を
斥

け
て
自
己
に
阿
る
も
の
を
登
庸
す
る
強
情
な
一
席
ん
の
頑
冥
。
と
れ
等
の
事
は
敦
れ
も
、
か
の
議
員
の
先
見
を
、
議
員
ば
か
り
で
た

い
一
般
公
衆
や
私
の
先
見
を
設
明
し
た
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
此
の
先
見
か
ら
、
勝
に
王
国
を
襲
は
ん
と
し
て
居
る
動
飢
の
起
ら
た

い
前
に
‘
私
自
身
が
園
外
に
隠
れ
家
を
求
め
友
〈
て
い
』
も
の
か
と
、
時
々
考
へ
廻
し
さ
へ
し
た
。
」
と
遁
ぺ
て
居
る
。
ま
た
「
現
在

の
閣
情
で
は
、
大
機
欄
が
程
友
く
倒
壊
し
さ
う
だ
」
と
云
ふ
て
ゐ
る
。

問書、 I732年の項。
1761年の秋の末i亡巴早ー高等法院の一議員から燕た手紙。「現在の同情に満足が
由来ず、E此の前主主が集也はれるから、家族諸丸一隠れて了」、ために隠れ家在ジ
A 本 z プにしよ弓か、瑞西の内にしょうか」との州122とであうた。
ポンパゲウル夫人を意味寸る。
問書、 1781年の項。(付鮎筆者、以下問ピ)
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印
ち
彼
自
ら
は
多
く
の
人
々
の
一
師
団
迫
の
中
に
深
く
悩
み
、
外
に
は
諸
種
の
案
採
的
の
争
が
激
し
く
、
不
安
友
る
世
相
に
る
っ
た
蛍

時
の
巴
里
に
於
て
、
彼
の
性
格
は
正
し
き
且
つ
確
乎
た
る
理
想
枇
舎
を
求
め
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
。
か
く
て
こ
の
課
題
は
、
彼
の
性

格
と
深
く
内
面
的
に
結
ば
っ
た
問
題
と
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
根
祇
に
於
い
て
一
一
切
の
枇
舎
の
秩
序
と
闘
係
の
る
る
と
の
道

徳
、
夫
妻
聞
の
貞
操
問
題
の
外
に
、
私
は
枇
合
的
協
同
又
は
平
和
と
云
ふ
と
と
を
も
、

も
っ
と
内
緒
た
問
題
に
し
て
ゐ
た
Q

」
と
述

ぺ
、
ま
た
「
私
は
一
つ
の
智
的
左
世
界
に
導
か
れ
た
。
私
は
こ
の
世
界
の
皐
純
な
高
速
な
組
織
を
冷
か
に
眺
め
て
ゐ
る
こ
と
が
出
来

九
工
ミ
コ
と
。
‘
コ
バ
ご
、

司
事
制
品
μ

J

場

r

品
、
J
M
J
'
v

、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
組
織
を
研
究
し
て
行
く
問
に
、

E
n
k

の
商
事
の
凹
山
相
仙
の
誤
謬
と
愚
昧
‘
五
口
々
の
枇
合
組
織
の
座
制
と
悲

、
也
、
、
、
、
、
、
、
、

惨
ば
か
り
が
弘
の
限
に
入
っ
た
。
私
は
同
日
夜
」
尚
限
た
お
想
か
ら
、
札
止
等
す
e
へ
て
の
誠
一
は
し
ゃ
」

4mー
す
る
の
が
自
分
の
使
命
だ
I
t
忠
ひ

込
ん
だ
」
と
漣
べ
て
ゐ
る
。

と
の
彼
の
性
格
I
t
深
く
結
ば
っ
た
内
面
的
な
課
題
は
、

ア
カ
デ
ミ
ー
の
懸
賞
論
文
と
左
り

ご
百
円

051一ω
ω
E
で
言
。
四
丘
一
広

『
不
平
等

論
』
と
怒
り
宮
田
Z
Z
Z
Q
=
由旬。一一円一宮

a
『
政
治
制
度
論
』
と
た
り
、

と
の
制
度
前
の
抜
翠
が
迭
に
『
民
約
論
」
と
友
っ
て
現
れ
た
。

故
に
『
民
約
論
』

の
序
一
一
白
に
は
「
此
小
論
丈
は
、
私
が
以
前
に
、
白
分
の
力
を
も
考
へ
や
に
書
き
初
め
て
、

そ
の
後
長
い
閉
そ
の
ま

L
K
一
放
っ
て
居
た
、
も
っ
と
浩
構
友
著
述
か
ら
抜
十
卒
し
た
も
の
で
あ
る
q
:
・
そ
の
中
で
最
も
重
要
た
も
の
で
最
も
公
表
す
る
師
団
値
の

あ
る
も
の
だ
と
私
に
思
は
れ
た
部
分
で
あ
る
」
と
述
べ
て
居
る
の
で
る
る
。

こ
の
制
度
論
に
つ
い
て
彼
は
次
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。

長
い
間
考
察
し
、
特
に
興
味
を
も
っ
て
従
事
し
、

生
流
こ
れ
に
か
L

つ
て
ゐ
て
も

「
着
手
し
か
け
て
ゐ
た
い
ろ
ん
た
原
稿
の
中
で
、

、
、
、
、
、
、

い
h

と
思
っ
て
居
り
、
且
っ
と
れ
こ
そ
我
が
名
替
を
大
成
す
る
も
の
と
自
認
し
て
ゐ
た
の
は
『
政
治
制
度
論
」
で
あ
っ
た
。
十
三
四

年
前
、
私
が
ヴ
ェ
ネ
チ
ヤ
に
ゐ
た
時
か
る
れ
ほ

E
評
判
の
高
い
共
政
府
の
快
陥
に
注
目
す
る
機
舎
を
得
て
、
始
め
て
斯
う
い
ふ
腹
案

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
世
思
想

第
四
十
五
巻

ノ、

九

第
五
銃

七

問書、 1757年の項。
同書、 17561f:ニの項。
懸賞論文の課題は「科事及び慈術の受注はjLt徳を類股せしめしゃ、持た強化せ
し品しゃ」。
グエ宇チヤ駐事左側園大使の下に書記官と L，fi滞在せしl寺分を云」、。
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『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
健
思
想

第
四
十
主
巻

六=一

o

第
五
披

i¥. 

が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
後
遺
徳
を
歴
史
的
に
研
究
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
私
の
視
圏
は
甚
だ
損
が
っ
て
来
事
凡
。
私
は
、

あ
ら
ゆ
る
物
は
根
祇
忙
於
い
て
政
治
と
交
渉
を
持
っ
と
云
ふ
E
止
、
又
如
何
友
る
態
度
に
競
る
か
を
聞
は
や
、
図
民
は
そ
の
政
障
が

限
定
す
る
よ
り
以
外
の
者
E
あ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
考
へ
得
ペ
き
最
善
の
政
府
と
は
何
ぞ
と
云

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ム
大
問
題
を
約
言
す
る
と
、
共
の
や
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
「
最
も
有
徳
-
及
、
最
も
見
識
あ
る
最
も
聴
明
左
つ
ま
り
最
も
成

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
川

い
意
味
で
い
ふ
最
善
松
岡
氏
を
浩
る
に
趨
営
た
政
鰹
と
は
如
何
な
る
も
の
か
o
」」

彼
は
と
の
課
題
の
解
決
に
到
し
で
つ
J

小
平
や
不
合
平
の
肢
は
少
し
も
見
せ
ゃ
に
、
専
ら
推
迎
の
を
力
を
恐
怖
し
よ
ろ
か
L
M
W
め
た

「
私
は
問
題
が
要
求
す
る
丈
の
と
と
を
一
切
書
き
蓋
し
得
ら
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
国
」

〈
ま
で
も
行
使
し
よ
ろ
と
し
た
。
」
と
述
べ

τ居
る
。

「
私
は
出
生
に
よ
っ
て
得
た
思
想
の
椿
利
を
飽

か
〈
て
『
民
約
論
』
た
る
も
の
は
、

熱
情
的
た
彼
が
嘗
時
の
不
安
友
る
悌
蘭
問
の
世
相
の
中
に
あ
っ
て
、

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
そ

の
根
抵
に
於
い
て
政
治
と
交
渉
を
持
ち
政
治
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
」
と
考
へ
、

「
最
も
有
徳
友
、

最
も
見
識
あ
る
最
も
聴
明
た
、

つ
ま
り
最
も
庚
い
意
味
で
い
ふ
最
善
た
岡
氏
を
造
る
に
遁
骨
同
友
政
慢
と
は
如
何
た
る
も
の
か
」
と
云
ふ
問
題
を
大
勝
に
徹
底
的
に
解

決
ぜ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
と
、
云
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
て
明
友
る
が
如
く
、
『
民
約
論
』
の
研
筑
課
題
は
、
理
想
的
友
図
民
枇
舎
を
究
明
す
る
と
と
で
あ
る
。
彼
は
第
一
篇
の
冒

頭
に
於
て
「
私
は
枇
合
組
織
の
中
に
正
賞
に
し
て
確
乎
た
る
広
宝
E
o
g
u
b
3
何
等
か
の
政
治
の
原
則
が
あ
り
得
る
も
の
た
る
か

否
か
を
」
研
究
す
る
と
述
べ
て
居
る
。
而
も
こ
の
こ
と
を
「
あ
る
が
ま
L
の
人
間
一
宮
ぎ
E
E
S
S
Z
舌」一回

E
E
を
と
り
、

島、
り、

問書、 I756年の項。2)、3)、4)、5)



得
る
ま
孟
の
法
律

-az昂
官
。
=
g
刃
5
2門市
【

『

σ
を
と
り
て
、
研
究
し
て
見
た
い
」
と
述
べ
て
居
る
。
印
ち
現
貨
の
人
間
性
の
上

に
立
脚
し
て
明
に
せ
ん
こ
と
を
遁
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
彼
は
、
人
間
性
に
つ
い
て
義
務
と
利
盆
と
の
一
致
と
云
ふ
こ
と
を

根
本
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
へ
た
。
こ
の
こ
と
を
彼
は
機
悔
鎌
に
於
て
突
の
如
く
に
漣
ぺ
て
居
る
。
印
ち
彼
は
父
と
の
闘
係
を
反
省

私
は
北
パ
の
中
か
ら
突
の
や
う
た
大
教
訓
を
得
た
。

し
て
、
「
此
反
省
は
健
全
な
心
を
維
持
す
る
上
に
、
少
な
か
ら
ぬ
功
が
あ
っ
た
。

恐
ら
く
貸
際
上
無
二
の
も
の
だ
ろ
う
。
義
務
と
利
径
と
の
雨
立
出
来
な
い
や
う
友
境
遇
に
居
る
た
、
他
人
の
不
幸
の
聞
に
自
分
の
幸

摘
を
一
不
ず
ゃ
う
左
境
過
に
居
る
た
、
と
一
玄
ふ
こ
と
で
あ
る
ョ
然
う
し
た
境
過
に
居
て
は
、
縦
し
ど
れ
程
真
剣
に
道
徳
を
愛
し
て
ゐ
て

も
、
平
晩
気
附
が
な
い
中
に
段
々
弱
っ
て
来
て
、
心
で
は
一
止
義
善
良
を
央
は
芯
い
積
で
ゐ
工
も
、
事
費
上
不
義
不
替
の
人
と
法
る
事

ほ
憾
だ
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
。
と
の
教
訓
は
胸
の
底

κ深
く
刻
み
込
ま
れ
、
少

L
後

K
は
一
切
の
行
儀
K
も
泊
肘
さ
れ
た
。
-

惟
ふ
に
、
と
れ
が
ま
こ
と
の
哲
築
、
買
の
人
の
心
に
適
合
す
る
唯
一
の
折
口
壌
で
あ
る
。
私
は
毎
日
此
折
口
事
の
震
に
不
易
で
あ
る
こ
と

を
思
び
知
る
一
方
で
る
る
E

そ
し
て
是
を
色
々
に
言
び
換
へ
て
、
ち
ら
ゆ
る
後
年
の
著
作
に
使
っ
た
o
」
と
活
ぺ
て
居
る
。
か
〈
て
『
民

約
論
』
一
第
一
篇
冒
頭
に
於
て
も
前
掲
の
語
に
引
い
て
「
此
研
究
に
於
て
私
は
、
正
義
と
利
径
と
が
離
れ
/
¥
た
も
の
に
た
っ
て
し
ま

は
な
い
や
う
に
、
常
に
、
法
律
の
認
め
て
許
す
と
こ
ろ
の
も
の
と
、
利
益
が
命
令
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
を
結
び
つ
け
る
や
う
努
力
す

る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
居
る
。
卸
ち
そ
の
枇
舎
組
織
に
於
て
会
酬
曜
の
法
が
成
員
た
る
各
人
に
求
む
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
、

。
各
人
の
異
の
利
盆
と
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
「
疋
営
に
し
て
且
つ
椴
乎
た
る
」
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
根
本
基
準
と

し
て
理
想
的
な
園
民
枇
舎
を
求
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
基
準
よ
り
、
枇
合
組
織
に
於
て
疋
し
き
型
と
正
し
か
ら
ざ
る
型
と
が
匝
別
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
前
者
に
於
て
は
、
訟
の

『
民
約
論
』
ほ
於
け
る
共
同
世
思
想

結
帝
国
十
五
魯

六

第
五
貌

え4

乙

問者、 1728年一1731年白項、



司
民
約
論
』
に
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け
る
共
阿
世
思
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第
四
十
五
巻

四
O 

第
五
競

プミ

命
や
る
と
と
ら
の
も
の
と
成
員
の
真
の
利
径
と
が
一
致
す
る
も
の
で
る
る
が
、
後
者
に
於
て
は
と
れ
が
一
致
し
友
い
の
で
あ
る
。

彼
は
正
し
か
ら
ざ
る
型
を
強
者
が
暴
力
に
基
い
て
自
己
の
利
袋
の
矯
め
に
支
配
し
、
出
納
者
が
と
れ
忙
隷
属
し
て
居
る
闘
係
に
於
て

見
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
不

E
且
不
安
定
左
る
も
の
で
あ
る
。
副
ち
こ
の
欣
態
に
於
て
は
「
人
は
支
配
者
に
謝
し
て
何
等
の
義
務

そ
も
も
っ
て
ゐ
る
の
で
な
い
。
た

r
強
制
さ
れ
て
ゐ
る
聞
だ
け
彼
に
服
従
し
て
ゐ
る
に
過
vc
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
く
て
そ
と
に

μ
何

等
相
互
を
拘
束
す
ぺ
き
樺
利
も
義
務
も
な
い
。
か
ミ
る
欣
態
「
そ
れ
は
括
判
叶
品
目
P
E
C
コ
集
合
と
云
ひ
た
け
れ
ば
言
っ
て
よ
加
が
、
そ

れ
は
日
間
三
位
守
口
協
同
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
公
共
財
産
訟
の
ロ
官
巴
芯
も
な
く
、
政
治
刷
版

円

D
』
官
官
一

F
Z
E
も
た
い
。
と
の
R
A

は
よ
し
世
界
の
人
聞
の
半
ば
を
奴
隷
忙
し
で
も
依
然
と
し
て
一
個
人
に
過
ぎ
な
い
。

乙
の
人
の
利
凝
は
他
人
の
利
盆
と
別
た
も
の
で

あ
り
て
、
常
に
私
利
に
過
ぎ
ね
。

と
の
人
が
死
ん
で
し
ま
へ
ば
、
繊
の
帝
園
は
、
統
一
を
止
へ
っ
て
、

ば
ら
/
¥
に
友
っ
た
ま
L

で
あ

る
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
樫
の
木
の
火
が
焼
か
れ
て
し
ま
い
、
腐
朽
し
て
茨
応
友
る
と
同
様
で
b
L
o」
か
く
の
如
き
不
正
不
安
定
な
る

叫
肌
態
を
彼
は
首
時
の
専
制
政
治
に
於
で
深
〈
鰭
験
し
た
の
で
あ
る
。

と
れ
に
封
し
て
彼
は
正
し
き
枇
舎
の
原
型
を
家
族
に
於
て
見
た
。
即
ち
家
族
に
於
て
は
そ
の
全
憶
を
支
配
す
る
法
と
、

そ
の
一
成
員

た
る
各
人
の
民
の
利
益
と
が
一
致
し
て
居
る
と
考
へ
た
。

と
の
家
族
視
の
下
に
は
彼
の
深
い
髄
験
が
あ
る
。
熱
情
的
友
彼
は
そ
の
生

涯
に
於
て
生
の
最
も
深
き
充
賓
と
向
上
と
を
申
我
山
艇
に
於
け
る
共
同
生
滑
に
於
て
強
〈
随
験
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
生
れ
し
父

の
家
庭
に
於
て
、
ま
た
彼
が
母
性
愛
を
そ
と
に
見
出
し
た
ヴ
ァ
ラ
ン
夫
人
と
の
家
庭
生
活
に
於
て
、

ま
た
妻
テ
レ
エ
ズ
と
の
家
庭
生

活
に
於
て
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
と
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
嚢
に
一
言
し
た
と
こ
ろ
で
る
る
が
、

ヴ
ァ
ラ
シ
夫
人
と
の
家
庭
的
た
生
活

に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
に
述
ぺ
て
居
る
「
吾
K

を
幸
闘
な
ら
し
め
、
死
の
外
に
亡
し
得
る
も
の
込
友
い
協
同
の
中
に
生
活
し
た
。
」

IVa Classiques G削羽田rp.叫 2・(以下頁数はContrat Social. I.ivre I. Chap. 
Garnier版による)
Livre 1. Chap. V. p. 242 2) 



「
人
生
の
融
市
し
い
感
情
は
、
人
が
相
互
に
一
方
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
感
や
る
時
の
心
持
で
あ
る
」
「
と
れ
稼
完
全
な
結
合
を

8
2
定

枇
舎
と
呼
ぷ
な
ら
ば
、

そ
の
自
由
で
楽
し
い
祉
舎
の
魅
力
を
も
味
は
っ
た
o
」
即
ち
彼
は
と

L
に
完
全
な
る
共
同
生
活
の
中
陀
於
て
諸

穫
の
教
養
を
積
み
買
の
人
間
愛
に
於
て
高
め
ら
れ
た
こ
と
を
詳
に
述
べ
て
居
る
。

ヱ
レ
エ
ス
と
の
家
庭
生
前
に
つ
い
て
は
「
私
が
テ

レ
エ
ズ
と
結
び
附
い
た
日
は
、

と
り
も
直
さ
や
私
が
道
徳
的
友
も
の
と
な
っ
た
目
だ
っ
た
と
始
終
考
へ
で
居
た
」
と
述
べ
て
居
る
。

か
〈
て
彼
は
家
庭
の
共
同
生
活
に
於
て
買
に
恒
久
的
友
人
間
愛
の
世
界
を
蝉
験
し
、
ま
た
智
能
的
道
徳
的
友
向
上
を
鰻
験
し
た
の
で

あ
る
。
彼
は
か
く
の
如
ぎ
完
全
な
共
同
生
活
を

E
2品
広
と
呼
ん
で
居
る
。

彼
は
と
の
家
庭
に
於
け
る
共
同
生
活
の
鰭
除
に
基
い
て

理
想
的
な
る
同
氏
枇
舎
と
し
て
の

ω
口円一山門仇

甘
口
出
門
司
ヰ
ロ
口
「
政
治
的
社
曾
」

h
t
考
へ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
‘
家
族
反
る
も
の
h
t
r

而
し
て
と
の
「
政
治
的
枇
命
日
」
を
ま
穴

M
W
河
川
川

H
q
g
o
L品一
ω
L
m
m
gユ
伶
ι
印刷出一一門戸

4
5
「
政
治
的
枇
舎
の
最
初
の
却
に
と
し
て
居
る
。

円
。
-
一
言
ち
Z
Z』

EO
「
政
治
樫
」
又
は
一
P
S
E
E
S
E
E
広
「
共
同
脚
色
と
呼
ん
で
居
る
。
そ
れ
は
園
民
と
し
て
の
共
同
鰐
で
る
る
が
故
に

と
れ
を
国
民
共
同
憾
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

と
れ
と
匝
別
し
て
、
家
族
た
る
も
の
は
、
出
家
族
共
同
館
と
呼
ぶ
と
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。
而
L
て
と
の
図
民
と

L
て
の
共
同
樫
を
明
に
す
る
と
と
が
即
ち
『
民
約
論
』

の
課
題
で
あ
る
。

『
民
約
論
』
第
一
篇
に
於
て
は
、

彼
は
「
第
一
篇
の
要
旨
」
を
述
べ

理
想
的
左
園
民
社
舎
の
成
立
が
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

る
に
嘗
り
「
人
聞
は
生
れ
た
と
き
は
自
由
で
る
る
。
然
る
に
人
聞
は
至
る
と
と
ろ
錦
鎖
に
つ
及
が
れ
て
居
る
。
:
:
:
然
ら
ば
と
れ
を

正
営
友
る
も
の
と
な
し
得
る
も
の
は
何
か
?
、

と
の
聞
に
な
ら
私
は
答
へ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
や
る
」
と
迅
ぺ
で
居
る
。

乙
与
に

前
越
せ
し
=
一
つ
の
枇
舎
が
禁
展
的
聯
闘
に
於
か
れ
理
想
的
た
図
民
社
舎
の
費
現
が
考
察
さ
れ
て
居
る
の
で
る
っ
て
、
第
一
は
人
間
の

回
開
始
欣
態
と
じ
て
の
家
族
枇
舎
で
る
り
、
第
二
は
人
間
の
現
献
と
し
て
の
強
者
の
支
配
す
る
枇
舎
で
る
り
、
第
三
は
と
の
現
献
を
疋

『
民
約
諭
』
に
於
け
る
共
同
韓
思
想

第
五
競

策
凶
十
五
巻

/、

四
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『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
種
思
想

第
四
十
五
巻

六

四

第
五
披

四

す
も
の
と
し
て
の
園
民
共
同
慌
で
あ
る
。
と
れ
に
相
臆
し
て
第
一
篇
は
三
段
に
分
た
れ
得
る
。

パ
先
づ
「
最
一
初
の
枇
舎
」
の
冒
頭
に
於
て
「
凡
ゆ
る
枇
舎
の
中
で
最
も
古
く
且
つ
唯
一
の
自
然
攻
批
舎
は
家
庭
と
云
ふ
枇
舎
で
あ
る
」

と
述
べ
て
居
る
。
と
a
A

に
於
け
る
人
K

に
「
共
通
た
自
由
」
は
「
人
聞
の
本
性
か
ら
生
中
る
」
と
こ
ろ
の
自
己
の
生
命
の
保
存
の
念

慮
で
あ
る
。
か
く
共
同
憾
に
於
け
る
共
通
夜
白
白
が
常
に
人
間
の
本
性
か
ら
生
宇
る
「
人
聞
の
本
分
」
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
と
と
は

重
要
で
あ
る
。
而
し
て
「
人
民
に
し
て
も
子
供
に
し
て
も
生
れ
た
時
は
平
等
で
且
つ
自
由
で
あ
る
」
ま
た
「
戦
争
欣
態
は
車
な
る
人

問
問
芯
の
聞
係
か
ら
は
生
じ
得
仕
い
も
の
ヴ
あ
り
、
事
物
の
閥
係
か
ら
の
み
生
中
る
も
の
合
わ
お
か
ら
、
個
人
戦
争
制
ち
人
J
人
と

の
争
は
、
恒
産
の
-
な
い
白
然
的
欣
態
に
於
て
も
存
在
し
な
い
し
、
凡
て
の
も
の
が
法
律
の
支
配
の
下
に
る
る
粧
品
閏
的
欣
態
に
於
て
も

存
在
し
な
い
の
で
あ
る
」
f
即
ち
人
と
人
と
の
争
は
原
始
枇
曾
な
る
家
族
共
同
健
に
も
ま
た
祉
合
的
批
態
即
ち
阻
民
共
同
慌
に
も
存
し

な
い
。
か
く
彼
は
家
族
な
る
も
の
に
於
て
人
類
の
原
始
枇
舎
を
考
へ
、
理
想
枇
舎
の
原
型
を
見
た
。

彼
は
と
の
自
由
平
等
怠
る
原
始
欣
態
が
破
れ
る
時
そ
こ
に
、
暴
力
に
基
〈
強
者
の
支
配
と
弱
者
の
隷
属
と
の
欣
態
が
来
る
と
考
へ

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
赦
態
の
代
表
的
友
る
も
の
を
封
建
制
度
に
於
て
見
た
の
で
る
る
。
創
ち
「
私
闘
の
如
き
は
封
建
政
治
の

両
市
習
で

b
る。

こ
の
封
建
制
度
そ
の
も
の
が
、
抑
も
、
自
然
擁
の
諸
原
則
に
反
し
、
凡
ゆ
る
善
政
に
反
し
た
、
此
上
も
左
い
不
合
理

た
制
度
な
の
で
お
る
」
と
述
べ
て
居
る
。
か
く
て
ま
た
彼
は
こ
の
封
建
政
治
を
も
っ
て
「
人
聞
を
堕
泌
せ
し
め
、
人
間
の
名
を
汚
し

た
パ
不
法
に
し
て
不
合
理
た
る
封
建
政
晶
」
と
し
て
居
る
。

か
く
て
原
始
的
に
は
自
由
平
等
で
あ
っ
た
人
間
が
、
現
在
は
不
自
由
不
卒
等
な
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
不
平
等
不
自
由

怒
る
専
制
欣
態
を
自
由
卒
等
の
欣
態
に
賛
へ
る
と
と
は
、
自
然
的
に
出
来
る
こ
と
で
は
な
く
‘
入
居
肺
に
よ
っ
て
た
さ
れ
ね
ば
た
ら
ん
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の
で
あ
る
。
般
に
、
そ
れ
は
自
然
必
然
的
左
護
展
の
問
題
で
は
友
〈
、
人
矯
に
よ
る
賓
臨
開
通
と
怒
る
の
で
る
る
。
彼
は
突
の
如
〈

に
遁
ペ
で
居
る
。
「
枇
曾
組
織
と
い
ふ
も
の
は
紳
聖
不
可
侵
左
法

L
3
E
冒

q
h
で
あ
っ
て
、
乙
の
法
が
、
他
の
一
切
の
法
の
恭
礎
と

友
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
へ
此
法
は
決
し
て
自
然
か
ら
生
や
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
規
約
の
上
に
築
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で

た
け
れ
ば
な
ら
ぬ

J
こ
L
に
枇
曾
組
織
と
云
へ
る
も
の
は
闘
民
共
同
閣
で
あ
る
。
而
し
て
と
h

に
規
約
と
云
へ
る
は
「
枕
舎
契
約
」

の
S
E
E門
主
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
の
岡
民
共
同
館
の
賞
現
の
手
績
を
吐
曾
契
約
に
於
て
考
へ
る
の
で
る
る
。

か
く
て
次
陀
と
の
一
枇
曾
契
約
に
よ
る
共
同
鰭
の
貧
現
に
つ
い
て
考
察
し
怠
け
れ
ば
た
ら
た
い
の
で
る
る
。

‘' 

R!J 

自
然
の
欣
態
が
不
平
等
不
自
由
と
放
っ
て
〈
る
取
ら
ば
滋
に
、

と
に
-
な
る
G

」
「
然
る
に
、
人
聞
は
新
し
い
力
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
る
も
の
で
は
友
〈
、
た
ピ
既
に
有
す
る
力
を
結
合
し
こ
れ
を

「
人
類
は
そ
の
生
活
欣
態
を
挺
へ
た
け
れ
ば
滅
亡
し
て
し
ま
ふ
と

統
制
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
の
だ
か
ら
、
自
己
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
力
を
合
一
し
て
線
和
と
友
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
祇
抗
に

打
ち
勝
つ
よ
り
他
に
遣
は
た
い
。
と
の
合
成
力
を
一
つ
の
原
動
力
に
よ
っ
で
動
か
し
、
金
剛
聞
を
こ
れ
に
協
力
せ
し
め
る
よ
り
他
に
道

は
な
い
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
、
合
成
力
又
は
共
同
力

r
m
u
Rぬ
の
三

た
る
も
の
L
支
配
が
必
要
と
な
る
の
で
る
る
が
、
こ

の
金
値
的
た
る
力
の
支
配
が
そ
の
成
員
の
自
由
と
調
和
す
る
こ
と
が
共
同
開
の
成
立
に
と
っ
て
根
木
的
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

乙
の

金
慢
と
の
調
和
の
根
本
問
題
を
ル
オ
ソ
は
、
枇
舎
契
約
た
る
も
の
に
よ
っ
て
解
決
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
c

即
ち
「
個
舟
人
の
聯
合

の
共
同
力
の
会
慣
を
も
っ
て
、
各
個
人
の
生
命
財
産
を
防
護
し
各
個
人
は
全
膿
に
結
合
し
て
居
る
が
、
矢
張
り
自
己
に
し
か
服
従
せ

や
以
前
と
同
様
に
自
由
で
あ
る
や
う
た
一
の
聯
合
形
態
を
費
見
す
る
こ
と
、

と
れ
が
枇
曾
契
約
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
根
本
間

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
静
思
想

第
五
貌

第
四
十
五
巻

六
三
五

四
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題
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L n主
乙約
の論

契 fき
がj 方号
のけ

る
共
1"1 
憾
回

想

第
四
十
五
巻

匹l

lI8 

第
五
銃

ハ
=
一
六

「
諸
保
項
は
、
正
し
〈
解
す
れ
ば
、
全
く
一
つ
の
僚
項
に
拐
し
て
し
ま
ふ
。
帥
ち
.
閤
胞
内
の
各
人
は
そ

の
有
す
る
一
切
の
楳
利
と
共
に
、
自
己
を
全
共
同
鰐

F
B
E
E
Z
E
Z思
に
譲
り
渡
す
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
o
」
乙
の
枇
合
契
約
を
要

約
す
れ
ば
「
吾
k

は
各
々
そ
の
身
悼
ん
」
カ
と
を
、
共
泊
に
、

一
般
意
志

5
-
S忠
弘
志

E
O
の
一
最
高
指
導
下
に
ゆ
だ
ね
、
そ
し
て
改

め
て
も
う
一
度
五
口
々
全
開
が
各
人
を
全
一
般
の
不
可
分
の
部
分
と
し
て
fι

〔
し
正
け
入
れ
る
の
で
る
る
o
」
即
ち
枇
令
契
約
友
る
も
の
に
よ
っ

τ

枇
倉
的
客
観
的
た
力
と
し
て
の
。
般
意
志
唱
さ
一
E
忠
明
白
血
忌
ー
と
な
る
も
の
が
成
立
し
、

治込
く

各
人
ほ
と
れ
に
服
従
す
る
の
方
あ
る
。

亡
同
「
も
亡
に
子
椴
L

一司
4
n
t

〉

A
t
f
フ
J

〉

T
わ一
J
-
L

岬

附

〈

H
H
州
日
止
日
一
王
」
刀

a
r
t
-
d

と
も
に
共
同
山
慌
た
み
も
の
が
成
立
す
る
こ
と
k

及
る
の

rι
る。

「
そ
と
で
、
契
約
者
個
々
の
代
り
に
、

と
の
聯
合
の
行
震
か
ら
、
集
合
が
有
す
る
投
票
権
と
同
教
の
、
関
口
貝
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
た

精
神
的
に
し
で
且
つ
集
合
的
友
一
鰹
匂
ロ
円
D
G
M
5
0
旦
2
8一
一
公
号
が
生
れ
る
。

此
の
間
間
剛
院
は
、

と
の
行
震
か
ら
そ
の
統
一
と
そ

の
共
同
我
と
そ
の
生
命
と
そ
の
意
志
と
を
受
け
る
。
か
く
の
如
く
、
他
の
闇
鰐
民
全
部
と
の
ム
口
慌
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
の
公
人

旬。

-Sロ
L
P

旬ロ
Z
5
5
は
zi----
政
治
偲

SH宮
司

czszo
九
三
秘
せ
ら
れ
、
閤
関
内
の
各
局
は
、

と
れ
を
受
動
的
に
は
図
家

出

S[

と
云
ひ
、
能
動
的
に
は
主
様
者

8
E
2
5
5
と
呼
び
、

そ
れ
を
他
の
同
様
の
闇
悼
と
比
較
す
る
時
に
は
図
宮
町
窓
口
門
ゆ
と
云
ふ
。
ま

た
此
の
圏
健
日
目
は
、
集
合
的
に
は
人
民
叩

os-oと
い
ひ
、
個
々
人
の
場
合
に
は
、
主
権
に
参
輿
ず
忍
時
に
は
市
民

2
3
d
E
L」云

ひ
、
園
家
の
法
律
陀
服
従
す
る
時
に
は
臣
民

E
F
T
Z
と
言
ム
o
」

か
く
て
、

と
h
k
図
民
共
同
酬
闘
が
成
立
す
る
の
で
る
る
が
、

と
の
共
同
開
の
根
本
原
理
を
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、

一
般
意
志

き
-
。
口
広
な
忌
E-
で
あ
る
。
故
に
と
a
A

に
と
の
も
の
h
性
質
を
一
膝
明
に
し
て
置
〈
乙
と
を
要
す
る
。

ル
オ
ソ
の
一
般
意
士
山
と
云
へ
る
も
の
は
、
共
同
績
の
総
員
の
人
聞
の
本
位
か
ら
生
や
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
本
分
と
し
て
の
共
通
刺

1. VI. p. 243・
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担
金
を
重
ん
や
る
客
観
的
友
共
同
意
志
で
あ
る
。
か
〈
て
そ
れ
は
、
国
家
主
義
者
(
例
へ
ば
へ
ー
が
と
に
於
け
る
形
而
上
的
友
岡
家
意

志
と
異
た
る
と
共
に
そ
れ
は
、
個
人
主
義
者
の
枇
舎
的
線
意
友
る
も
の
と
も
異
た
る
3

も
の
を
「
全
閣
の
意
志
」
在
る
も
の
と
匡
別
せ
し
、

こ
の
こ
と
は
ル
オ
ソ
が
と
の
一
般
意
志
左
る

失
の
語
に
於
て
特
に
明
比
さ
れ
る
。

郎
ち
コ
p

〈。-cz[市
出
品
=
血
『
内
戸
]

一
般
意
志

-M12
私
利
を
限

中
に
置
く
も
の
で
る
っ
て
、

5
5
g
E
E叩
念
さ
]
9
2
尽
官
巳
口
口
一
一

0
5
特
殊
的
友
意
志
の
線
和
に
過
vd
ゑ
い
の
で
あ
る
」
と
述
ぺ
て

、
、
、
、
、

は
共
同
の
利
盆
て
2
5
1公

g
g
E
Eロ
し
か
眼
中
に
山
市
ほ
か
ね
が
、

]
p
s
-
oロ
尽
含
円
。

5
全
醐
閣
の
意
志
は
-
4
コ
各
市
門

居
る
。
個
人
主
義
枇
舎
の
所
謂
総
意
た
る
も
の
は
こ
の

「
全
健
の
意
志
」

に
外
な
ら
泣
い
も
の
で
あ
っ
て
、

と
の
社
舎
は
と
の
意
志

の
と
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に
一
般
意
志
の
重
ん
や
る
共
同
の
利
盆
な
る
も
の
は
、
成
員
た
る
人
々
の
人
間
と
し
て
の
本

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b

m

ハ
心
、
、
、
、
、
、
、
、
、

質
に
捧
〈
と
こ
ろ
の
も
の
日
で
あ
り
従
っ
て
物
抗
的
利
摘
の
特
殊
的
排
他
的
な
る
と
奥
た
り
本
質
上
共
油
川
公
共
的
た
も
の
で
あ
る
リ

か
く
て
各
人
に
於
け
る
と
の
利
己
心
と
一
般
意
志
と
は
矛
盾
し
得
る
の
で
あ
る
。
共
同
穏
な
る
も
の
は
そ
の
成
員
の
一
般
意
志
に

於
て
確
立
し
て
ゐ
る
も
の
な
る
が
故
に
、

そ
の
一
般
意
志
の
動
揺
と
共
K
動
揺
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、

共
同
鴨
確
立
の
箆

、
、
、

め
に
は
各
人
陀
於
て
一
般
意
士
山
を
確
立
す
る
と
云
ふ
こ
左
が
根
本
的
に
必
要
左
左
る
の
で
る
る
。
日
く
「
賓
際
各
個
人
は
、
市
民
と

し
て
彼
が
も
っ
て
ゐ
る
一
般
意
志
に
反
し
た
又
は
そ
れ
と
同
化
し
友
い
特
殊
の
意
志
を
、
人
間
と
し
て
は
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
即

ち
そ
の
人
の
個
人
の
利
径
と
公
共
の
利
錠
と
が
全
く
ち
が
ふ
こ
と
が
あ
り
得
る
。
:
:
:
:
そ
こ
で
こ
の
枇
曾
契
約
を
無
盆
左
規
定
た

一
般
意
志
に
服
従
す
る
こ
と
を
拒
む
者
は
、
関
健
の
力
で
こ
れ
に
服
従
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
る
と
い
ふ
約
束
を
暗
々
裡
に
含
ん
で
ゐ
る
の
で
る
る
。
:
:
・
:
:
と
れ
は
、
自
由
に
た
る
乙
と
を
強
制
さ
れ
る
と
云
ふ
意
味
に
外
た

ら
ぬ
の
で
あ
る
o
」

ら
し
め
友
い
た
め
に
、

こ
の
契
約
は
、

と
h

に
白
山
と
一
去
は
る
L

も
の
は
個
人
主
義
枇
舎
に
於
け
る
が
如
く
、

利
己
心
追
求
の
自
由
と
は
全
く
異
な
る

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
種
思
想

第
四
十
五
巻

第
五
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四
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『
民
約
論
ー
ロ
に
於
け
る
共
同
世
思
想

第
四
十
五
巻

六
=
一
八

第
五
競

四
大

も
の
で
あ
O
て
、
人
間
と
し
て
の
能
力
の
遺
憾
左
き
褒
揮
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
共
同
慌
に
於
け
る
「
枇
合
欣
騨
L

に
闘
す
る
次
の
一
誌
に
於
て
更
に
明
に
さ
れ
る
。

「
此
の
、
自
然
欣
態
か
ら
枇
曾
欣
態
へ
の
推
移
は
、
極
め
て
著
し
い
鐙
化
を
人
間
に
興
へ
る
。
従
来
人
間
の
行
銭
を
支
配
し
て
ゐ
た

本
能
を
疋
義
に
代
へ
、
人
聞
の
行
筋
に
と
れ
ま
で
無
か
っ
た
道
徳
的
意
味
を
奥
へ
る
。
:
:
:
:
・
そ
の
時
ま
で
白
分
の
こ
と
だ
け
し
か

註
意
し
泣
か
っ
た
人
聞
は
、
他
の
原
則
に
悲
い
て
行
動
し
た
M

り
れ
ば
左
ら
た
く
た
っ
た
と
と
に
気
づ
き
、
自
己
の
欲
求
に
聴
縦
寸
る

前
代
、
自
己
の
四
位
に
相
談
し
怠
け
れ
ば
な
ら
た
く
な
っ
た
む
と
に
気
づ
く
c
i
-
-
;
:
械
の
技
術
は
視
練
さ
れ
殺
姥
し
、
仰
の
旧
山
想

は
庚
く
た
り
、
被
の
意
見
は
高
街
に
・
な
り
彼
の
精
神
全
憶
が
高
め
ら
れ
る
か
ら
、
此
新
し
い
僚
件
の
濫
用
が
、
臨
場
身
以
前
の
自
然
欣

態
以
下
に
彼
を
堕
落
さ
せ
る
と
と
さ
〈
左
け
れ
ば
、
彼
は
、
永
久
花
彼
を
白
然
欣
態
か
ら
離
脱
苫
せ
、
無
智
蒙
昧
な
野
献
を
現
智
的

生
物
卸
ち
人
間
と
し
た
此
の
幸
踊
友
瞬
間
を
絶
へ
や
脱
帽
せ
ね
ば
た
る
ま
い
。
」
「
祉
舎
的
欣
態
の
た
ま
も
の
と
し
て
、
上
漣
の
ほ
か

に
、
道
徳
的
自
由
を
附
加
す
る
と
と
も
で
き
る
。
と
の
道
徳
的
自
由
と
そ
、
人
間
を
真
に
自
己
の
主
人
た
ら
し
む
る
。
唯
一
の
も
の

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
車
友
る
肉
般
的
欲
望
に
は
し
る
の
は
奴
隷
的
屈
従
で
あ
り
.
吾
K

が
自
分
で
つ
く
っ
た
法
律
に
従
ふ
の
は

自
由
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
か
〈
の
如
く
人
聞
が
自
然
的
生
活
よ
り
高
め
ら
れ
人
間
と
し
て
の
生
活
を
享
け
る
と
云
ふ
こ
と
が
、

一
般
意

志
の
意
闘
す
る
共
同
の
利
盆
の
究
極
的
意
義
で
る
る
。
故
に
と
の
一
般
意
志
に
基
い
て
成
立
つ
岡
民
共
同
憾
の
欣
態
に
於
て
は
じ
め

て
、
人
闘
が
人
間
と
た
り
符
る
の
で
る
っ
て
、
と
れ
が
ル
オ
ソ
の
云
ふ
震
の
自
由
の
意
味
で
あ
る
r

原
始
家
族
共
同
鰭
に
於
て
は
身

鰻
的
生
命
の
保
存
が
念
慮
さ
れ
た
か
園
民
共
同
様
に
於
て
は
更
に
精
紳
的
生
命
が
考
慮
さ
れ
る
。

は
、
人
k

が
そ
こ
に
於
て
は
じ
め
て
人
間
と
し
て
の
本
質
的
自
由
を
護
衛
し
得
る
と
と
ろ
の
も
の
で
め
っ
て
、

か
く
て
図
民
共
同
館
去
る
も
の

そ
れ
は
皐
た
る
擁
カ

1. V III. pp. 246--7 1)、2)



枇
舎
で
も
、
ま
た
草
左
る
利
益
枇
舎
で
も
攻
く
、
金
慢
の
槽
力
と
各
人
の
買
の
利
径
と
が
一
致
す
る
共
同
社
曾
で
あ
る
。

我
身
は
進
ん
で
こ
の
共
同
惜
の
成
立
が
財
産
闘
係
に
及
ぼ
す
影
響
を
明
に
し
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

ル
オ
ソ
は
と
の

と
ん
」
を
第
一
篇
の
最
後
の
章
で
あ
る
「
土
地
所
有
様
」
に
於
て
明
に
し
て
居
る
。

「
共
同
組
の
各
員
は
、
共
同
憶
が
構
成
さ
れ
る
時
に
、
現
在
あ
る
が
ま
L
の
自
己
、
郎
ち
彼
自
身
及
び
彼
の
力
並
に
そ
の
一
部
分
た

に
譲
り
渡
す
の
で
あ
る
。
」
「
岡
家
は
そ
の
構
成
員
に
針
し
て

る
彼
の
財
産
を
も
ひ
っ
く
る
め
て
、
之
を
共
同
組

-
p
gヨヨ
5
2広

は
、
枇
舎
契
約
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
一
切
の
財
産
の
所
有
者
で
め
る
o
」
「
此
譲
り
渡
し
に
於
て
、
務
っ
た
黙
は
、
共
同
慣
が
個
人
か

ら
財
産
を
受
領
す
る
の
は
、
共
同
鰭
が
個
人
の
財
産
を
剥
奪
す
る
の
で
は
友
〈
て
、
却
っ
て
個
人
の
財
産
所
有
構
を
合
法
的
に
し
、

強
制
神
社
鍵
じ
で
民
の
楳
利
」
し
、
山
手
有
を
獄
止
で
所
有
止
す
る
と
一
以
ふ
賂

εあ
る
。
手
一
と
で
、
所
有
者
け
、
公
共
財
産
の
保
管
者

去匂
O
E
z
r
g
牛耳

Z
S
吉
宮
山
門
と
見
倣
さ
れ
、
そ
の
様
利
は
岡
家
の
全
員
か
ら
曾
草
さ
れ
る
o
」
更
に
臼
〈
「
各
個
人
が
自
己
の
土

地
に
針
し
て
有
す
る
檎
利
は
、
常
に
共
同
酬
閣
が
み
一
踏
の
士
地
に
針
し
て
有
す
る
権
利
に
従
属
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

そ
れ
で
な
け
れ

ぽ
、
社
舎
の
結
合
は
不
安
定
と
友
り
、
主
椿
の
行
峰
崎
に
は
買
の
威
力
が
失
は
れ
て
し
ま
ふ
。
」

」
乙
の
所
有
権
の
概
念
は
、
公
共
の
利
盆
と
個
人
の
利
径
と
の
民
の
一
致
を
求
む
る
と
こ
ろ
の
共
同
組
の
原
理
に
相
臆
す
る
と
と
ろ

の
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
ル
オ
ソ
は
「
私
は
此
篇
を
終
る
に
の
ぞ
ん
で
、
凡
ゆ
る
枇
合
組
織
の
基
本
と
な
る
べ
き
一
つ
の
い
在
意
を
し
て
・
治
〈
。
そ
れ

は
曹
と
の
基
本
契
約
は
、
自
然
の
卒
等
を
破
壊
す
る
ど
と
ろ
で
は
友
〈
、
却
っ
て
自
然
が
各
人
の
聞
に
と
し
ら
へ
た
肉
般
的
不
平
等

陀
代
ふ
る
に
、
精
神
的
、
合
法
的
卒
等
を
以
て
す
る
も
の
で
る
り
、
各
人
は
際
力
及
ぴ
智
力
に
於
て
は
不
平
等
で
る
る
か
も
知
れ
ね

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
値
思
想

第
四
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『
民
約
論
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に
於
け
る
共
同
暢
思
想
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五
巻
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五
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四
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が
‘
契
約
と
権
利
と
に
よ
っ
て
平
等
に
友
る
と
云
ふ
こ
と
で
る
」
と
述
ぺ
て
居
る
。
然
ら
ば
彼
は
財
産
に
つ
い
て
と
の
平
等
問
題
を

如
何
に
考
へ
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
財
産
に
つ
い
て
は
不
平
等
の
大
な
る
と
と
を
も
っ
て
不
可
た
り
と
し
た
の
で
あ
る
ρ

と

L
に
は

「
枇
合
的
欣
態
は
、

枇
舎
の
全
員
が
幾
ら
か
の
財
産
を
も
っ
℃
ゐ
り
、

津
山
の
財
産
を
も
ち
渇
智
て
ゐ
る
も
の
が
泣
い
特
に
の
み
都

合
が
主
い
」
と
述
べ
て
居
る
が
、
共
同
棋
の
諸
種
の
問
題
に
つ
い
て
同
様
に
財
産
の
大
友
る
不
平
等
を
以
て
不
可
注
り
と
し
て
居
る

と
と
は
後
に
述
べ
る
が
如
く
で
あ
る
。

以
上
第
一
篇
に
於
て
、
共
同
慌
の
成
立
に
つ
い
て
と
の
根
本
的
諸
性
質
を
明
に
し
た
ル
オ
ゾ
は
、

乙
の
共
同
佳
を
土
葺
と
し
て
第

二
篇
以
下
に
於
て
共
同
艇
の
諸
問
題
を
筑
明
に
し
て
居
る
の
で
る
る
。
私
は
、

と
れ
等
の
論
の
中
共
同
艇
の
性
質
を
明
に
す
る
陀
特

に
必
要
左
賠
の
み
に
つ
い
て
蓮
べ
る
と
と
L

す
る
。

彼
は
第
二
篇
に
於
て
先
づ
共
同
様
の
主
権
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
。
同
〈
「
岡
家
設
立
の
目
的
た
る
公
共
の
幅
一
耐

F
E
2
8
5

g
zロ
に
従
っ
て
、

岡
家
の
諸
々
の
力
を
指
導
す
る
と
と
の
出
来
る
も
の
は
一
般
意
志
の
み
で
あ
る

J

「
主
権
と
は
一
般
意
志
の
行

伎
に
外
投
ら
た
い
o
」
の
で
あ
っ
て
、
「
闘
家
の
生
命
の
本
源
ほ
主
擦
に
あ
る
」

の
で
あ
る
。

と
の
一
般
意
士
山
・
な
る
も
の
は
既
に
漣
ぺ

た
が
如
〈
、
公
共
の
利
径
を
意
同
す
る
と
と
ろ
の
共
同
穂
綿
員
の
共
同
意
志
で
る
る
が
敢
に
‘

こ
の
綿
員
の
共
同
意
士
山
の
行
使
と
し

て
の
主
檎
友
る
も
の
は
他
に
譲
り
渡
す
こ
と
も
ま
た
分
割
す
る
と
と
も
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
の
主
擁
の
働
き
あ
る
も
の
一
は
立
法
権
と
友
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、

次
IZ: 
法
律
つ
u、
て
回
( 2) 

「
法
律
は
本
来
粧
品
開
的
圏
結

の
僚
件
に
外
た
ら
ぬ
」
圏
結
の
僚
件
を
決
定
す
る
と
と
は
‘
国
結
し
て
居
る
人
々
の
去
す
べ
き
こ
と
で
る
る
が
、
彼
等
は
と
れ
を
完
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II. VI. De la loi 2) 



ふ
す
る
矯
め
に
は
、
そ
の
指
導
者
と
し
で
の
立
法
者
を
要
す
る
。

と
の
共
同
棺
の
立
法
者
な
の
も
の
L
資
格
に
つ
い
て
遁
ぺ
て
居
る

と
こ
ろ
は
、
共
同
鐙
の
性
質
を
明
に
す
る
に
有
意
義
で
あ
る
。
日
く
「
荷
く
も
園
民
に
制
度
を
奥
へ
よ
う
と
企
て
る
ほ
ど
の
人
は
.
ぃ

は
T
入
閣
の
性
質
そ
愛
へ
る
こ
と
が
出
来
る
と
一
式
ふ
確
信
の
る
る
人
た
る
べ
き
で
あ
る
3

自
ら
完
全
に
し
て
濁
立
せ
る
全
慢
で
あ
る

各
個
人
を
、

こ
の
個
人
に
或
意
味
に
於
て
そ
の
生
命
と
存
在
と
を
奥
へ
る
と
こ
ろ
の
よ
り
大
な
る
全
濯
の
一
部
分
に
鍵
へ
、
人
聞
の

組
織
を
室
聞
に
す
る
た
め
人
閣
の
組
織
を
鑓
へ
、
五
口
iq

が
自
然
か
ら
受
け
と
っ
た
ま
t
A

の
個
々
濁
立
し
た
肉
鵠
的
怠
る
存
在
に
代
ふ

る
に
、
全
鵠
の
部
分
と
し
て
の
精
神
的
方
る
存
在
を
以
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
云
ふ
確
信
の
あ
る
人
た
る
ぺ
き
で
あ
る
。

f 
士三「
にs

t亡

し
て
云
へ
ば
、

か
L
る
人
は
、
人
聞
か
ら
そ
の
本
来
の
力
を
一
や
っ
て
、
人
間
が
で
れ
ま
で
も
つ
で
ゐ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
力
、
他
人

の
助
力
配
ふ
り
h

凶
作
れ
ば
使
用
す
る
こ
と
の
一
で
4

ぎ
な
い
力
伊
一
人
聞
に
興
〈
る
人
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

と
の
自
然
の
ま
L

の
力
が
死

滅
す
れ
ば
す
る
程
、
新
た
に
得
た
力
は
大
き
〈
芯
り
、
永
積
的
と
友
り
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
制
度
は
益
々
意
図
と
な
り
完
全
と
な

る
の
で
め
か
じ
と

L
K
立
法
者
な
る
も
の
と
働
に
開
時
制
し
て
自
然
的
紙
態
よ
り
岡
民
共
同
想
へ
の
向
上
の
意
味
が
獄
め
て
遁
切
に

遁
ぺ
ら
れ
て
居
る
。
印
ち
そ
れ
は
全
く
人
聞
の
質
的
鑓
化
で
あ
っ
て
、

こ
と
に
自
然
的
友
存
住
と
し
て
の
人
聞
が
、
は
じ
め
て
人
間

的
存
在
に
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

突
に
法
律
な
る
云
は
ピ
形
相
が
そ
れ
に
奥
へ
ら
れ
る
と
と
ろ
素
材
と
し
て
の
共
同
鵠
の
「
人
民
」
陀
つ
い
て
遁
べ
で
居
る
が
、
そ

の
主
旨
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
の
理
想
吐
舎
た
る
圏
民
共
問
題
の
論
に
於
て
人
民
並
に
園
土
の
大
さ
に
つ
い
て
述
ぺ
た
と
と
る
と

異
な
ら
な
い
。

突
に
「
各
葎
の
立
法
組
織
」
に
つ
い
て
回
〈
「
各
種
の
立
法
組
織
の
目
的
た
る
べ
き
最
善
の
も
の
は
正
確
に
云
へ
ば
、

ぞ
れ
は
自

円
民
約
諭
』
に
於
け
る
共
同
種
思
想

第
五
銭

四
九

第
四
十
五
巻

ノ、

四

II. VII. D・261.
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『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
使
思
想

第
五
睡
眠

主王。

第
四
十
五
巻

六
回

山
と
平
等
と
の
二
つ
の
主
要
な
も
の
に
腕
す
る
こ
と
は
明
白
だ
。
個
人
が
少
し
で
も
闘
家
に
従
属
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
園
出
現
の
力
が
煙

れ
る
か
ら
白
山
が
必
要
で
あ
り
、
白
山
は
平
等
た
く
し
て
は
存
続
し
友
い
か
ら
平
等
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
市
民
の
白
山
と
は

と
の
言
葉
は
権
力
と
富
と
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
友
〈
、
機
力
は
凡
ゆ
る
暴
力
の
ト
一
に
文
も
、
地
位
と
法
律
に
従
つ
て
の
み
行
使
さ
れ
、
出
品
は
、
如
何
た
る
市
民
も
他
人
を
貿

何
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
平
等
に
つ
い
て
は
、

ふ
と
と
が
で
き
る
程
に
は
裕
昭
で
友
く
、
如
何
な
る
市
民
も
自
己
を
寅
ら
ね
ば
友
ら
ね
ほ

E
に
は
貧
し
く
友
い
と
云
ふ
意
味
な
の
で

~~I 
;'5;) ) 
L_ 

と

i主
'4 
-r' 

f号
45 

と
、
に
も
紋
は
財
践
の
大
な
る
不
平
等
を
以
て
、
共
同
制
K
針

L
て
不
可
な
り
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

第
三
篇
に
於
て
ん
オ
ソ
は
政
府
を
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
被
は
政
府
な
る
も
の
を
共
同
健
に
慕
礎
付
け
、
共
同
慢
の
一
般
意

志
を
賓
行
に
移
す
と
乙
ゆ
り
の
機
闘
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
政
府
の
「
構
成
員
は
、
主
権
者
の
単
一
な
る
吏
員
と
し
て
主
機
者
か
ら
委
任

さ
れ
た
権
力
を
、
主
権
者
の
名
に
よ
っ
て
行
使
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
」

+
引
に
彼
は
各
種
の
政
健
を
論
じ
て
居
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
概
論
に
於
け
る
と
同
様
筑
政
者
の
教
に
よ
り
三
つ
の
政
憶
を

分
っ
て
居
ふ
。
乙
の
中
「
政
治
を
闘
民
全
開
或
は
図
民
の
大
部
分
に
委
任
す
る
」
忌
E
D
Q
丘
町
民
主
政
治
に
つ
い
て
、
経
済
的
平
等

を
そ
の
僚
件
と
し
て
同
〈
「
著
修
が
桜
め
て
少
た
い
か
或
は
全
く
・
泣
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
奔
修
は
寓
の
結
田
市
で
あ

る
か
或
は
富
を
必
要
と
す
る
も
の
で
る
る
。
敢
に
著
修
は
富
者
と
貧
者
と
を
同
時
に
腐
敗
さ
せ
る
。
即
ち
官
同
者
は
官
を
も
っ
て
ゐ
る

た
め
に
腐
敗
し
、
貧
者
は
富
を
欲
し
が
る
潟
め
に
腐
敗
す
る
の
で
あ
る
。
本
者
修
は
組
岡
を
一
楽
四
澗
と
虚
柴
に
買
り
園
家
の
市
民
を
賑
つ

て
或
者
を
他
の
者
の
奴
隷
と
し
一
切
の
国
民
を
偏
見
の
奴
隷
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
居
る
。

次
に
「
政
治
そ
小
数
者
の
手
中
に
制
限
す
る
」

E
E
2
5
5
貴
族
政
躍
に
つ
い
て
、

同
く
「
最
古
の
枇
舎
に
は
貴
族
政
治
が
行
は

ζの請を現代市民耽曾にワいて云へば責本家と労働者の関係は正に ζ軒に棉
常する。
III. 1. p. 273・
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れ
た
、
各
家
族
の
家
長
が
自
分
等
同
士
山
の
闘
で
公
共
の
事
務
を
討
議
し
た
。
若
年
者
等
は
何
等
の
苦
情
も
友
し
に
老
練
の
人
々
の
命

に
服
し
た
・
Ji---
北
ア
メ
リ
カ
の
野
鐙
人
の
聞
に
は
今
一
夜
ほ
か
ゃ
う
た
政
治
が
行
は
れ
、
し
か
も
大
縫
よ
〈
治
ま
っ
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
制
度
の
不
半
等
が
自
然
の
不
平
等
に
打
勝
つ
に
つ
れ
て
、
官
或
は
構
力
が
年
齢
に
と
っ
て
代
っ
た
。

乙
L
に
於
て
、
貴
族
政
治

が
、
選
出
帯
制
度
を
採
用
す
る
中
う
に
た
っ
た
。
遂
に
、
標
力
が
財
産
と
共
に
父
か
ら
子
に
相
続
さ
れ
る
や
う
に
な
る
と
、
貴
族
の
家

柄
が
生
じ
世
襲
政
治
が
出
来
た
。
・
:
そ
れ
故
に
筑
族
政
治
に
は
三
通
り
の
種
類
が
あ
る
。
自
然
的
貴
族
政
治
と
、
選
出
増
制
賞
族
政
治

ム
」
世
襲
的
貴
族
政
治
ど
が
こ
れ
で
る
る
3

と
の
中
で
、
自
然
的
貴
族
政
治
は
素
撲
な
岡
氏
に
し
か
趨
し
な
い
し
、
世
一
襲
的
貴
族
政
治

は
凡
ゆ
る
政
治
の
中
で
品
川
也
占
な
も
の
で
あ
る
。
選
曲
中
制
式
族
政
治
が
回
以
五
百
の
も
の
で
あ
っ
て
.
本
来
の
意
味
の
氏
族
政
治
は
と
の
選

血
相
制
式
族
政
治
な
の
で
あ
る
」
か
〈
て
共
同
慌
の
最
善
た
る
政
治
形
障
は
選
出
帯
制
貴
族
政
治
で
あ
る
。
と
の
考
察
に
あ
た
り
織
が
人

類
の
原
始
枇
舎
に
ま
?
遡
っ
て
考
察
せ
ん
と
し
こ
れ
を
合
理
化
せ
し
も
の
を
も
っ
て
最
善
な
も
の
と
せ
し
と
と
は
現
代
の
共
同
開
論

に
と
っ
て
も
意
義
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
ル
ソ
オ
の
営
時
に
あ
り
で
は
未
だ
人
類
の
原
始
祉
舎
の
研
究
は
十
分
で
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
其
後
十
九
世
紀
の
後
半
に
至
っ
て
と
の
研
究
が
盛
と
友
り
、
原
始
共
同
様
の
性
質
が
明
と
友
る
や
共
同
憾
友
る
概
念
が
霊

ん
ぜ
ら
れ
る
に
至
り
、
原
始
共
同
慌
を
現
代
の
事
責
に
印
し
合
理
的
に
再
現
せ
ん
と
す
る
共
同
特
的
援
草
の
立
場
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
誌
に
ル
オ
ソ
が
考
慮
を
梯
っ
て
ゐ
る
北
ア
メ
リ
カ
の
野
蛍
人
の
生
活
欣
態
も
、
そ
の
一
切
が
毛
ル
ガ
y

に

よ
っ
て
詳
細
に
研
究
き
れ
、
古
代
原
始
枇
舎
理
解
の
鍵
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
オ
ソ
が
こ
れ
等
原
始
共
同
憾
の
研
究
に
先
っ
て
、

既
に
か
〈
の
如
き
考
察
方
法
を
一
夜
せ
し
こ
と
は
注
意
す
ペ
き
で
あ
る
。

突
に
彼
は
共
同
憾
の
崩
解
又
は
死
滅
と
云
ふ
こ
と
を
、
政
府
と
主
構
I
E

の
闘
係
に
つ
い
て
考
へ
て
居
る
。
日
く
「
政
府
が
主
権
を

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
樫
思
想

第
四
十
五
巻

ノ、

四

第
五
裁

互王

Morgan， Ancient Society. 1878 1) 



『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
髄
思
想

第
四
十
五
巻

六
四
回

第
五
貌

主王

借
奪
す
る
と
同
時
に
、
吐
合
契
約
は
破
壊
さ
れ
、
普
通
の
市
民
が
悉
〈
自
然
の
自
由

=ro忌

E
E
o
=
。

服
従
さ
せ
ら
れ
る
と
も
、
義
務
的
に
は
服
従
し
な
く
た
る
o
」
即
ち
こ

L
に
「
自
然
の
自
由
」
へ
の
復
腕
と
云
へ
る
は
、
強
草
円
が
暴
力

に
立
ち
返
り
、
強
制
的
に

的
に
支
配
す
る
不
平
等
友
る
自
然
欣
態
へ
の
復
蹄
で
あ
る
。

町

こ
の
共
同
憶
に
於
げ
る
主
権
の
維
持
に
つ
い
て
も
彼
は
、
古
代
枇
舎
を
顧
み
、
「
閥
民
の
集
合
す
る
L
議
曾
た
る
も
の
必
要
を
強
調

し
て
ゐ
る
。

日
く
「
主
権
は
立
法
以
外
に
は
何
の
カ
も
も
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
を
通
じ
て
以
外
に
は
行
動
し
た
い
。
而
し

で
法
律
は
一
般
討
士
川
円
五
百
正
銘
の
行
協
に
他
h
ら
ぬ
か
ら
、

主
怖
附
訴
は
闘
川
町
が
集
合
し
て
同
町
叫
る
時
の
外
は
行
動
す
る
こ
」
が
出
来

な
い
a

園
民
が
集
合
す
る
な
ん
て
飛
ん
で
も
左
い
空
想
に
と
言
ふ
人
が
る
る
だ
ろ
う
!
、
た
る
ほ
E
A
7
日
で
は
空
想
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
二
千
年
前
に
は
空
想
で
な
か
っ
た
一
惜
人
閣
の
性
質
は
縫
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
7
0
」
「
諸
岡
の
往
時
に
遡
る
と
、
古
代
政
府
の

大
部
分
は
:
:
:
!
と
の
種
の
舎
議
を
も
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
事
貝
際
あ
っ
た
と
と
に
基
い
て
可
能
た
る
こ
と
を
推
論
す
る

に
間
違
ひ
は
た
い
と
私
は
田
山
ふ
」
と
述
ペ
て
居
る
。
か
く
て
共
同
障
に
於
て
は
「
関
民
の
集
合
す
る
」
議
舎
が
烹
姿
な
も
の
で
あ
る

が
、
我
々
も
今
日
こ
の
問
題
を
原
始
共
同
閣
に
ま
で
蹴
っ
て
明
に
し
得
る
の
で
あ
る
。

か
〈
「
園
民
の
集
品
目
す
る
」
と
と
を
必
要
と
す
る
ル
ソ
オ
は
営
然
に
「
代
議
士
」
泣
る
も
の
を
不
可
た
り
と
と
す
る
の
で
あ
る
が

と
の
論
の
中
に
於
て
特
に
注
意
す
ぺ
き
と
と
は
、
彼
が
、

と
L
に
は
共
同
棋
の
市
川
氏
枇
合
的
堕
落
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
と
で
あ

る
。
日
く
「
公
務
の
庭
理
が
市
民
の
主
要
友
仕
事
で
左
〈
友
り
、
市
民
が
自
己
の
身
を
挺
し
て
公
務
に
室
す
よ
り
も
財
嚢
を
も
っ
て

公
務
に
議
す
の
を
誓
ふ
や
う
に
た
れ
ば
、
闘
は
師
叫
に
衰
亡
の
淵
に
瀕
し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
・
:
:
:
:
舎
議
に
出
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時

に
彼
等
は
議
員
を
任
命
し
て
自
分
は
我
家
に
止
ま
っ
て
居
る
。
怠
惰
と
全
財
と
の
た
め
に
、
彼
等
は
:
:
:
:
・
代
議
士
を
こ
し
ら
へ
て

rn. x. p・296
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組
園
を
賓
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
人
聞
の
っ
と
め
を
金
銭
に
代
用
さ
せ
る
や
に
た
っ
た
の
は
、
商
寅
と
種
々
の
職
業
と
の
多
忙

食
姿
友
利
得
の
追
求
、
柔
惰
と
安
逸
を
好
む
風
等
の
た
め
で
あ
る
。
」
即
ち
か
く
て
共
同
憾
の
成
員
が
金
銭
を
重
ん
じ
怠
惰
を
求
む
に

至
れ
ば
、
そ
の
一
般
立
志
又
は
共
同
意
志
は
表
へ
ざ
る
を
得
友
い
の
寸
あ
る
。
従
っ
て
と
の
共
同
意
士
山
に
立
却
せ
る
共
同
館
は
衰
亡

せ
ざ
る
を
得
左
い
の
で
る
る
。

と
れ
に
針
し
「
岡
家
の
組
織
が
兵
い
程
市
民
の
心
の
中
で
私
事
よ
り
も
公
事
が
京
ん
ぜ
ら
れ
る
。
加
之
、
私
事
ほ
遥
か
に
少
た
い

の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
共
同
の
幸
隔
の
線
和
が
、
個
々
人
の
幸
一
楠
主
り
も
多
く
の
部
分
を
提
供
す
る
か
ら
、
各
人
が
個
人
的
配
慮

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
よ
っ
て
求
め
ね
ば
況
ら
ぬ
幸
隔
は
少
な
〈
た
る
九
日
ら
で
あ
る
」
と
述
ぺ
て
尉
る
が

と
れ
健
全
段
る
共
同
慌
に
於
て
は
、
個
人
の

提
の
利
径
と
共
同
燃
の
公
共
の
刑
訴
と
か
照
明
凸
上
一
致
し
て
居
る
が
故
で
あ
る
q

彼
は
か
く
の
如
者
健
全
な
る
共
同
様
と
、
そ
の
利
益
社
合
的
堕
落
と
を
第
四
前
の
は
じ
め
に
於
も
弐
の
如
く
述
ぺ
て
居
る
。
目
く

「
多
数
人
が
集
曾
し
て
、

自
ら
一
健
と
見
倣
し
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
は
、

此
等
の
人
々
の
意
志
は
唯
一
で
あ
り
、

こ
の
唯
一
の
意
志

は
、
共
同
の
存
立
と
金
慌
の
安
寧
と
に
闘
す
る
も
の
で
る
る
。

明
早
純
と
左
り
、

か
L

る
時
に
は
国
家
の
凡
ゆ
る
方
面
の
活
動
は
治
滋
と
な
り
、

そ
の
政
綱
は
明
白
に
し
て
光
彩
陸
離
た
る
も
の
と
な
る
己
「
け
れ
ど
も
枇
舎
の
結
び
闘
が
弛
み
は
じ
め
て
岡
家
が
表
且
てコ

頚
の
機
還
に
向
ひ
‘

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

個
人
的
利
益
が
漸
く
の
さ
ば
り
は
じ
め
小
枇
舎
が
大
枇
舎
を
動
か
し
は
じ
め
‘

公
共
の
利
盆
は
損
は
れ
そ
の
敵

が
あ
ら
は
れ
て
来
る
。
そ
う
去
る
と
投
裂
は
も
は
や
全
員
一
致
で
は
な
〈
た
り
、

一
般
意
志
は
全
般
の
意
志
で
は
泣
く
殺
り
、
戦
模

が
生
じ
論
争
が
生
や
る
。
そ
し
て
ど
ん
な
立
派
な
意
見
で
も
争
議
を
経
た
け
れ
ば
通
過
し
な
く
な
っ
て
来
る
。
最
後
に
凶
家
が
滅
亡

の
淵
に
瀕
し
て
幻
影
の
や
う
-
夜
空
虚
注
形
骸
を
し
か
残
さ
泣
く
た
り
、
月
て
の
人
の
心
中
で
一
枇
舎
の
き
づ
左
が
破
壊
さ
れ
、
最
も
賎

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
檀
思
想
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四
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五
巻

ハ
凶
瓦
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披

五
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『
民
約
諭
』
に
於
け
る
共
同
陣
思
想

共

佳

I司

第
四
十
五
巻

六
四
六

第
五
銃

主王

四

し
い
利
益
が
厚
顔
に
も
榊
翠
た
る
公
安
の
名
佐
よ
そ
ふ
や
う
に
な
る
と
一
般
意
志
は
沈
獣

し
世
人
は
治
々
と
し
て
私
利
私
欲
に
か
ら
れ
、
そ
し
て
私
人
の
利
径
の
み
を
目
的
と
す
る

不
正
な
法
令
が
法
律
と
云
ふ
名
の
下
に
不
法
に
も
可
決
さ
れ
る
や
う
に
な
る
」
と
述
べ
て

、、、町、』可一一
居
る
。
帥
ち
「
枇
舎
の
結
び
目
」
で
あ
る
と
こ
る
の
一
般
窓
志
は
、
共
同
の
利
小
説
を
重
ん

や
る
と
こ
ろ
の
各
成
員
に
於
け
る
公
共
心
(
叉
は
共
盆
心
)
に
立
却
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

ー、一
'
r
q
目
、
F

〉
こ

r
h什
u
p
t
b
wヘヨ
i
d
J
J

ノ

、
j

、と
t
、
J
F
二
b

へE
F
-
-
m
L
P

、
.
U
4
2
1
f
ρ

町、，
L14

自
ド
宇
刊
r
/

い
れ
か
吋
弔
平
〈
泊

U
L
E
-
-
E
f
↓
全
斗
」
/
べ
吉
岡
町
紅

J
9
f
u
一
配
書
記
カ
戸
山
市

舎
の
結
び
目
が
弛
み
共
同
館
は
滅
亡
に
瀕
せ
ざ
る
を
得
左
い
の
で
る
る
。

(
上
闘
参
照
)
而

こ
れ
に
よ
っ
て
一
般
意
志
は
滅
び
ま
た
は
腐
敗
せ
ざ
る
も
の
と
な
し
「
一
般
意

志
は
常
に
不
経
る
り
純
正
無
垢
で
る
っ
た
、
優
勢
な
他
の
意
士
山
に
よ
り
感
倒
さ
れ
る
ま
で
ピ
あ
る
。
」
と
遮
ペ
て
居
る
。

.晶.
~、

以
上
明
に
せ
し
如
く
に
、

ル
オ
ソ

も
彼
は
、

『
民
約
論
』
の
課
題
は
、
理
想
的
危
岡
日
比
一
杭
舎
を
明
に
す
る
こ
と
に
る
っ
た
が
、

と
の
理
想
枇

舎
は
そ
れ
に
於
て
全
般
の
意
士
山
が
、
個
憾
の
真
の
利
盆
ム
」
一
致
す
る
も
の
と
し
て
の
共
同
憾
と
し
て
明
に
さ
れ
た
。

こ
の
全
館
の
意

士
山
は
枇
舎
契
約
に
於
て
成
立
つ
と
こ
る
の
一
般
意
志
で
あ
っ
て
、
会
成
員
の
人
間
的
本
質
的
な
共
同
の
利
益
を
立
刷
す
る
も
の
で
あ

こ
の
一
般
意
志
の
成
立
と
共
に
固
民
共
同
慨
は
成
立

る
。
と
の
一
一
般
意
士
山

4
3
一O
コ広田一品ロ恥
E-
が
共
同
憾
の
根
本
原
理
で
あ
っ
て
、

こ
の
意
士
山
の
衰
亡
と
共
に
こ
の
共
同
慨
は
衰
亡
す
る
の
で
あ
る
。

し
、
と
の
意
志
の
確
立
し
て
ゐ
る
限
り
と
の
共
同
健
は
確
立
し
、

と
の
共
同
憶
が
主
権
者
た
る
園
家
で
あ
り
、

と
の
図
家
の
意
土
佐
が
一
般
意
忘
で
あ
り
、
そ
の
働
は
立
法
機
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
立

III. 1. p. 308. 2) 



法
構
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
る
法
律
を
賓
行
に
移
す
も
の
は
政
府
で
あ
る
。
(
的
立
の
悶
品
中
間
…
)
政
府
の
樺
力
が
-
般
意
志
よ
り
離
を
れ

自
己
目
的
左
な
れ
ば
、

乙
の
共
同
鑓
は
闘
家
主
義
的
権
力
枇
舎
に
堕
し
、
各
個
人
の
私
利
心
が
一
般
若
志
を
膝
迫
す
る
に
至
れ
ば
、

乙
の
共
同
種
は
個
人
主
義
的
利
経
枇
舎
に
堕
す
る
。

ル
オ
ソ
が
「
民
約
論
』
に
於
て
明
に
せ
し
と
と
ら
は
乙
の
園
民
共
同
惜
の
一
般
的
原
理
で
あ
る
。
が
、
「
各
種
の
立
法
組
織
」
に
つ

い
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
善
良
た
立
法
制
度
を
通
じ
て
の
一
般
的
注
目
的
は
、
地
方
の
事
情
と
住
民
の
特
性
か
ら
生
や
る
闘
係
に
よ
っ
て
、

各
園
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
修
正
さ
れ
ね
ば
た
ら
向
。
而
し
て
こ
の
関
係
に
も
と
づ
い
て
各
閥
民
に
そ
れ
ぞ
れ
回
収
益
口
の
立
法
制
度
を
あ
て

が
は
ね
ば
友
ら
ぬ
」
』
一
五
へ
が
如
〈
、

と
の
共
同
憾
の
一
般
原
則
を
各
凶
の
岡
情
に
印
し
で
特
殊
化
し
は
じ
め
て
各
国
に
針
ず
る
最

菩
怠
る
閣
民
共
同
酬
闘
が
明
に
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
彼
が
、
共
問
機
の
巧
祭
に
於
て
、

一
般
窓
士
山
な
る
も
の
を
板
本
原
迎
と
し
た
乙

と
は
極
め
て
適
切
で
あ
る
。
而
も
と
の
一
般
意
志
怒
る
も
の
L
某
礎
に
は
頁

κ深
〈
共
同
感
情
念
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

の
黙
に
於
て
も
仙
怖
が
、
理
想
此
舎
を
原
始
家
族
の
合
理
的
回
復
と
し
て
の
間
民
共
同
憾
と
し
て
考
へ
し
こ
と
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

と
の
共
同
感
情
は
、
共
同
生
活
の
長
き
照
史
に
よ
る
共
同
館
験
に
そ
の
根
抵
を
布
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

市
民
た
り
、
中
山
賀
た
臣
氏
た
る
た
め
に
必
要
紋
ぐ
司
ら
ざ
る
枇
曾
的
感
情
」
を
重
ん
じ
、
更
に
、
京
法
に
趨
ず
る
人
民
は
寸
既
に
、

ル
オ
ソ
も
「
善
良
放
る

血
縁
、
利
益
或
は
契
約
等
に
よ
り
て
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ま
だ
法
律
と
い
ふ
震
の
拘
束
を
受
け
て
ゐ
な
い
人
民
で
友
け
れ
ば
友
ら

ぬ
ぷ
」
と
云
ふ
て
い
る
。
か
く
て
枇
舎
契
約
な
る
も
の
を
、
と
の
一
自
然
的
な
結
合
枇
舎
に
於
け
る
共
同
感
情
を
合
理
化
し
客
観
化
ず
る

も
の
と
し
て
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
U

と
の
こ
と
は
我
国
民
共
同
憾
の
考
察
に
と
り
特
に
重
要
で
あ
る
。

今
日
我
#
は
更
に
進
ん
で
諸
岡
民
共
同
鎚
よ
り
唆
る
人
類
共
同
組
な
る
も
の
を
考
察
し
友
け
れ
ば
怒
ら
友
い
が
、
と
の
共
同
憶
も

亦
各
園
民
共
同
盟
の
図
民
共
同
健
と
し
て
の
真
の
利
益
を
意
闘
す
る
人
類
的
危
一
般
意
志
を
原
理
と
し
て
考
察
し
得
る
の
で
あ
る
。

『
民
約
論
』
に
於
け
る
共
同
睦
思
想
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1)、3) IIII. VIII. P・334
2) II. X. P・288圃
3) 拙稿『新凶民主義主閤民共同皆」本語、 fI披参照。


